
(57)【要約】

【課題】トロカールの体壁からの抜け防止、切開創の保

護、切開創からの出血防止、および、血液の内視鏡レン

ズへの付着防止の全ての機能を備えた、破損に強い、使

用勝手に優れたトロカールを提供すること。

【解決手段】切開創より大きく形成され、体腔内部に挿

着される弾性を有する第一のリング１１と、該第一のリ

ングに端部を拡張して取り付け、体腔内部から切開創を

覆い体外部まで位置させる筒状の弾性シート１２と、前

記弾性シートの他端部側に設けられ、前記第一のリング

と同様な構成の第二リング１３などからなるトロカール

外筒への装着部位１３とにより構成するリング状部材１

と、外筒２に、前記リング状部材１の装着部位を保持す

る係合フック２３などからなる受け部２３を備えたトロ

カール本体より構成し、前記リング部材１とトロカール

本体の外筒２は、前記装着部位１３と受け部２３により

着脱自在となるように構成した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 切 開 創 よ り 大 き く 形 成 さ れ 、 体 腔 内 部 に 挿 着 さ れ る 弾 性 を 有 す る 第 一 の リ ン グ と 、 該 第
一 の リ ン グ に 端 部 を 拡 張 し て 取 り 付 け ら れ 、 体 腔 内 部 か ら 切 開 創 を 覆 い 体 外 部 に 位 置 さ せ
る 筒 状 の 弾 性 シ ー ト と 、 前 記 弾 性 シ ー ト の 他 端 部 側 に 設 け る ト ロ カ ー ル 外 筒 へ の 装 着 部 位
と に よ り 構 成 す る リ ン グ 状 部 材 と 、 外 筒 に 該 リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 位 を 保 持 す る 受 け 部 を
備 え た ト ロ カ ー ル 本 体 よ り 構 成 し 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 と ト ロ カ ー ル 本 体 の 外 筒 は 、 前 記 装
着 部 位 と 受 け 部 に よ り 着 脱 自 在 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ
ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 位 は 、 前 記 弾 性 シ ー ト の 端 部 に 取 り 付 け る 第 二 の リ ン グ で あ る
請 求 項 １ の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 位 と な る 第 二 の リ ン グ は 、 切 開 創 よ り 大 き く 形 成 さ れ 、 前 記 弾
性 シ ー ト の 端 部 を 拡 張 し て 取 り 付 け た 請 求 項 ２ の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 位 と な る 第 二 の リ ン グ は 、 弾 性 を 有 す る 請 求 項 ２ 乃 至 ３ の リ ン
グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 弾 性 を 有 す る 第 一 の リ ン グ お よ び 第 二 の リ ン グ は 、 超 弾 性 合 金 あ る い は 形 状 記 憶 合 金
を 含 ん で 形 成 さ れ る 請 求 項 1乃 至 ４ の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ト ロ カ ー ル 本 体 の 外 筒 に 備 え る 受 け 部 は 、 該 ト ロ カ ー ル 本 体 外 筒 の 基 部 全 周 、 あ る い
は 一 部 に 設 け る 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 位 辺 縁 と 係 合 す る ミ ゾ 部 及 び 該 ミ ゾ 部 開 口 部
に 設 け る ツ メ 部 よ り な る 係 合 フ ッ ク で あ る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ
ー ル 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 リ ン グ 状 部 材 の 受 け 部 と な る 係 合 フ ッ ク は 、 操 作 に よ り 幅 方 向 に 拡 縮 可 動 し 、 拡 大 時
は 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 が 着 脱 可 能 と な り 、 縮 小 時 は 、 係 合 保 持 可 能 と な る 請 求 項 ６ の リ ン
グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 の さ い 、 体 表 か ら 体 腔 内 に 貫 通 さ れ 、 内 視 鏡 や 鉗 子 な ど 手
術 器 具 の 挿 入 通 路 と な る ト ロ カ ー ル に 関 し 、 詳 細 に は 、 該 ト ロ カ ー ル の 外 筒 に 多 目 的 に 利
用 さ れ る リ ン グ 形 状 の 装 着 具 を 取 り 付 け た 、 リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル 外 筒 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
内 視 鏡 下 外 科 手 術 に お い て 、 内 視 鏡 な ど の 手 術 器 具 の 挿 入 通 路 と し て 用 い ら れ る ト ロ カ ー
ル は 、 該 挿 入 通 路 と な り 、 腹 腔 内 の 気 密 を 維 持 す る 弁 機 構 を 備 え た 基 部 、 及 び 、 中 空 パ イ
プ 状 の 外 筒 管 か ら な る 外 筒 と 、 基 部 及 び 体 壁 を 穿 刺 貫 通 す る た め の 先 端 部 を 備 え た 中 実 の
内 針 よ り 基 本 構 成 さ れ て い る が 、 前 記 外 筒 管 に は 、 ト ロ カ ー ル の 体 壁 か ら の 抜 け 防 止 、 切
開 創 あ る い は 穿 刺 創 （ 以 下 、 併 せ て 切 開 創 ） の 保 護 、 切 開 創 か ら の 出 血 の 防 止 、 あ る い は
、 該 出 血 し た 血 液 が ト ロ カ ー ル か ら 挿 入 し た 内 視 鏡 の レ ン ズ に 付 着 す る こ と を 防 止 す る な
ど の 目 的 で 、 こ れ ら 目 的 に 適 し た 機 能 が 備 え ら れ た 装 着 部 材 を 設 け た も の が 数 多 く 提 案 さ
れ て い る 。
例 え ば 、 ト ロ カ ー ル の 体 壁 か ら の 抜 け 防 止 を 目 的 と し た も の で は 、 外 筒 管 に バ ル ー ン を 設
け 、 体 腔 内 で 膨 張 さ せ 、 腹 膜 等 に 当 接 し て 保 持 さ せ よ う と す る も の （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
） や 、 螺 旋 ネ ジ な ど を 設 け 、 そ の 凹 凸 に よ り 筋 層 と 係 合 さ せ て 保 持 さ せ よ う と す る も の （
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例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） な ど が あ り 、 ま た 、 前 記 と 同 様 な バ ル ー ン を 設 け 、 同 様 に 用 い る も
の で も 、 切 開 創 の 圧 迫 止 血 、 お よ び 気 密 維 持 を 主 な 目 的 と し た 、 バ ル ー ン 付 き ト ロ カ ー ル
（ 特 許 文 献 ３ ） 、 あ る い は 、 切 開 創 か ら の 出 血 が あ っ て も 、 ト ロ カ ー ル に 挿 入 し た 内 視 鏡
の 対 物 レ ン ズ を 切 開 創 か ら 垂 れ る 血 液 で 汚 す こ と が な い よ う に す る こ と を 主 た る 目 的 と し
た バ ル ー ン 付 き の 胸 腔 鏡 用 の ト ロ カ ー ル （ 特 許 文 献 ４ ） な ど が あ り 、 更 に は 、 前 記 と 同 様
に 内 視 鏡 先 端 の レ ン ズ が 血 液 で 汚 れ る こ と を 防 止 す る 目 的 で 、 外 筒 管 に 薄 膜 シ ー ト 状 あ る
い は 、 受 け 口 形 状 の 液 体 流 入 防 止 部 材 を 設 け た ト ロ カ ー ル （ 特 許 文 献 ５ ） な ど が 開 示 さ れ
て い る 。
そ し て 、 こ れ ら ト ロ カ ー ル を 体 腔 内 に 貫 通 さ せ る 場 合 に は 、 細 径 の も の で は 直 接 穿 刺 さ れ
る こ と も あ る が 、 安 全 性 や 前 記 し た 外 筒 管 に 装 着 さ れ る 部 位 を 体 腔 内 に 無 理 な く 挿 入 す る
こ と を 考 慮 し て 、 小 さ な 切 開 創 を 設 け 、 該 切 開 創 か ら 体 腔 内 に 貫 通 さ せ て 用 い ら れ る こ と
が 多 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ３ ８ ９ ７ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － ２ ８ ５ ０ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ５ － １ ６ １ ６ ５ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 登 録 実 用 新 案 ３ ０ ２ ４ ０ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 前 記 し た よ う な 、 螺 旋 ネ ジ 状 な ど の 凹 凸 の も の は 、 ト ロ カ ー ル の 体 壁 か ら の 抜 け
防 止 に は 効 果 が 期 待 で き る が 、 切 開 部 が 露 出 し た ま ま で あ る な ど 、 切 開 創 の 保 護 や 、 切 開
創 か ら の 出 血 の 防 止 、 あ る い は 、 該 出 血 が 外 筒 管 を 伝 わ り ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡
先 端 の レ ン ズ に か か る こ と で 生 じ る 汚 れ の 防 止 と い っ た こ と は 一 切 考 慮 さ れ て お ら ず 、 逆
に 、 ネ ジ な ど の 凹 凸 に よ り 切 開 創 を 痛 め た り 、 そ れ に よ り 出 血 が 増 え た り す る 懸 念 が あ り
、 切 開 創 保 護 の 観 点 、 ま た は 、 内 視 鏡 レ ン ズ の 汚 れ に よ る 視 界 不 良 や 拭 き 取 り の 手 間 を 考
慮 す る と 、 特 に 、 内 視 鏡 を 挿 入 す る 部 位 に 用 い る ト ロ カ ー ル と し て 使 用 す る に は 問 題 が あ
る 。
ま た 、 シ ー ト 状 な ど の 液 体 流 入 防 止 部 材 を 設 け た も の は 、 内 視 鏡 の レ ン ズ の 汚 れ を 防 止 す
る た め に は 有 効 で 、 該 文 献 の 中 で 記 載 さ れ て い る 外 筒 管 周 囲 に 設 け る 液 体 吸 収 性 の 固 定 部
材 を 併 用 す る と 切 開 創 か ら の 出 血 防 止 に も 効 果 が 期 待 で き る が 、 抜 け 防 止 や 切 開 創 保 護 に
関 し て は 考 慮 さ れ て い な い た め 、 確 実 な 固 定 の た め に は 別 途 抜 け 防 止 手 段 を 備 え て お く 必
要 が あ る 。
一 方 、 バ ル ー ン を 設 け る も の で は 、 前 記 し た 、 ト ロ カ ー ル の 体 壁 か ら の 抜 け 防 止 、 切 開 創
の 保 護 、 切 開 創 か ら の 出 血 の 防 止 、 お よ び 、 該 血 液 に よ る 内 視 鏡 レ ン ズ の 汚 れ 防 止 と い っ
た 機 能 面 の い ず れ の 目 的 も 達 成 す る こ と が で き る が 、 バ ル ー ン の 製 造 や バ ル ー ン へ の 流 体
導 入 通 路 を 含 め た 外 筒 管 へ の 取 り 付 け に は 多 く の コ ス ト が か か り 、 ま た 、 構 造 上 、 バ ル ー
ン は 必 ず 外 筒 管 に 固 定 し て 取 り 付 け な け れ ば な ら ず 、 該 バ ル ー ン の 耐 久 性 や 清 潔 性 の 維 持
の 観 点 か ら 、 ト ロ カ ー ル 全 部 を デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル 器 具 と し な け れ ば い け な い こ と で 、 ト ロ
カ ー ル に 関 わ る 全 体 の コ ス ト は 一 層 大 き な も の と な っ て し ま う と い っ た 問 題 が あ る 。 更 に
、 バ ル ー ン は 薄 膜 を 膨 張 さ せ て い る た め 、 手 術 器 具 の 接 触 な ど に よ る 破 損 は 常 に 起 こ り え
る 問 題 で 、 破 損 し た 場 合 は 常 に 使 用 不 能 に な っ て し ま う と い っ た 問 題 を 孕 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 前 記 し た ト ロ カ ー ル の 体 壁 か ら の 抜 け 防 止 、 切 開 創 の 保 護 、 切 開 創 か
ら の 出 血 防 止 、 お よ び 、 血 液 の 内 視 鏡 レ ン ズ へ の 付 着 防 止 が 可 能 で あ っ て 、 更 に 、 ト ロ カ
ー ル に 関 わ る コ ス ト を 低 減 す る と と も に 、 破 損 に 強 く 、 使 用 勝 手 に 優 れ た ト ロ カ ー ル を 提
供 す る こ と を 課 題 と し た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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本 発 明 の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル は 、 切 開 創 よ り 大 き く 形 成 さ れ 、 体 腔 内 部 に 挿
着 さ れ る 弾 性 を 有 す る 第 一 の リ ン グ と 、 該 第 一 の リ ン グ に 端 部 を 拡 張 し て 取 り 付 け 、 体 腔
内 部 か ら 切 開 創 を 覆 い 体 外 部 ま で 位 置 さ せ る 筒 状 の 弾 性 シ ー ト と 、 前 記 弾 性 シ ー ト の 他 端
部 側 に 設 け る 、 ト ロ カ ー ル 外 筒 へ の 装 着 部 位 と に よ り 構 成 す る リ ン グ 状 部 材 と 、 外 筒 に 、
前 記 リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 位 を 保 持 す る 受 け 部 を 備 え た ト ロ カ ー ル 本 体 よ り 構 成 し 、 前 記
リ ン グ 部 材 と ト ロ カ ー ル 本 体 の 外 筒 は 、 前 記 装 着 部 位 と 受 け 部 に よ り 着 脱 自 在 と な る よ う
に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ し て 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 に 備 え る 装 着 部 位 の 形 態 と し て は 、 次 の よ う な 構 成 と す る こ と
が 好 ま し い 。
・ 装 着 部 位 を 、 前 記 弾 性 シ ー ト の 端 部 に 取 り 付 け る 第 二 の リ ン グ と し て 形 成 す る 。
・ ま た 、 該 第 二 の リ ン グ は 、 切 開 創 よ り 大 き く 形 成 し 、 前 記 弾 性 シ ー ト の 端 部 を 拡 張 し て
取 り 付 け る も の と す る 。
・ 更 に 、 該 第 二 の リ ン グ を 、 弾 性 を 有 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 前 記 弾 性 を 有 す る 第 一 の リ ン グ お よ び 第 二 の リ ン グ は 、 超 弾 性 合 金 あ る い は 形 状 記
憶 合 金 を 含 ん で 形 成 さ れ る 、 適 度 な 剛 性 を 有 す る 弾 性 体 よ り な る こ と が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
一 方 、 前 記 ト ロ カ ー ル 本 体 の 外 筒 に 備 え る 受 け 部 は 、 該 ト ロ カ ー ル 外 筒 の 基 部 全 周 、 あ る
い は 、 一 部 に 設 け る 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 位 辺 縁 と 係 合 す る ミ ゾ 部 及 び 該 ミ ゾ 部 開
口 部 に 突 起 し て 設 け る ツ メ 部 よ り な る 係 合 フ ッ ク に よ り 形 成 し 、 受 け 部 と な る 該 係 合 フ ッ
ク に リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 を 係 合 す る こ と に よ り 、 該 リ ン グ 状 部 材 を 着 脱 自 在 に 保 持 す る
も の と し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 前 記 受 け 部 は 、 前 記 ト ロ カ ー ル 本 体 の 外 筒 に 備 え る 係 合 フ ッ ク を 、 手 指 操 作 に よ り
ト ロ カ ー ル 外 筒 の 基 部 の 幅 方 向 に 拡 縮 可 動 す る も の と し 、 拡 大 時 は 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 が
着 脱 可 能 と な り 、 縮 小 時 は 、 係 合 保 持 可 能 な も の と す る と 、 リ ン グ 状 部 材 と ト ロ カ ー ル の
外 筒 の 着 脱 が よ り 容 易 と な り 一 層 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 構 成 の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル に よ れ ば 、 前 記 し た よ う に 、 弾 性 を 有 す る 第 一
の リ ン グ と 該 リ ン グ に 端 部 を 拡 張 し て 取 り 付 け た 弾 性 シ ー ト を 用 い て い る こ と に よ り 、 体
腔 内 部 へ の リ ン グ の 挿 入 お よ び 取 り 出 し の 際 は 、 リ ン グ の 弾 性 を 利 用 し て 該 リ ン グ を 押 し
つ ぶ す こ と に よ り 細 径 と な り 、 切 開 創 よ り 大 き な リ ン グ で あ っ て も 、 小 切 開 創 か ら 体 腔 内
部 へ の 挿 入 あ る い は 取 り 出 し が 可 能 で 、 ま た 、 体 腔 内 挿 入 後 は 、 弾 性 に よ る 復 元 力 に よ り
元 の リ ン グ 形 状 に 自 然 に 戻 る こ と に よ り 、 確 実 に 体 腔 内 部 で 保 持 さ れ て 、 ト ロ カ ー ル の 外
筒 管 の 抜 け を 防 止 す る こ と が で き る 。 更 に 、 該 第 一 の リ ン グ に 超 弾 性 合 金 な ど を 用 い て 適
度 な 剛 性 を 付 加 す る と 、 よ り 確 実 に ト ロ カ ー ル の 外 筒 管 を 体 壁 に 保 持 す る 効 果 が 期 待 で き
る 。
ま た 、 切 開 創 と の 接 触 部 位 を 弾 性 シ ー ト と し て い る た め 、 切 開 創 全 体 が 密 着 し て 覆 わ れ る
作 用 に よ り 、 外 部 環 境 に 創 部 が 直 接 触 れ な い こ と や 、 該 切 開 創 が 柔 軟 シ ー ト と の 接 触 と な
る こ と の 作 用 に よ り 切 開 創 の 保 護 に 効 果 が あ る 。 更 に 、 第 一 の リ ン グ に 拡 張 さ れ て 取 り 付
け ら れ た 該 弾 性 シ ー ト の 弾 性 に よ る 開 創 維 持 効 果 も 期 待 す る こ と が で き る 。
加 え て 、 前 記 切 開 創 と の 密 着 性 、 お よ び 弾 性 シ ー ト に よ る 切 開 創 へ の 圧 迫 作 用 に よ る 、 切
開 創 部 の 止 血 効 果 、 更 に は 、 第 一 の リ ン グ 及 び 弾 性 シ ー ト に よ り 形 成 さ れ る 広 い 体 腔 内 接
触 面 に よ り 、 切 開 創 か ら の 血 液 が 外 筒 管 を 伝 わ り 流 れ 落 ち る こ と が な い 作 用 に よ る 、 内 視
鏡 レ ン ズ の 汚 れ 防 止 効 果 も あ る こ と で 、 前 述 し た 機 能 面 の 目 的 の 全 て を 満 た す 器 具 と す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 ト ロ カ ー ル 本 体 と リ ン グ 状 部 材 が 着 脱 自 在 な こ と か ら 、 滅 菌 可 能 な ト ロ カ ー ル を 使
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用 す れ ば 、 ト ロ カ ー ル 部 分 は 、 再 滅 菌 し て リ ユ ー ザ ブ ル で 使 用 す る こ と も 考 え ら れ 、 ま た
、 バ ル ー ン の よ う に 、 製 造 段 階 で の 取 り 付 け 工 程 も 不 要 と な る こ と か ら 、 ト ロ カ ー ル 全 体
に 掛 か る コ ス ト を 小 さ く す る こ と が で き る 。
更 に 、 リ ン グ 状 部 材 が 第 一 の リ ン グ と 弾 性 シ ー ト 及 び 第 二 の リ ン グ な ど の 装 着 部 位 か ら 基
本 構 成 さ れ る た め 、 バ ル ー ン の よ う に 、 手 術 器 具 等 の 接 触 に よ る 破 損 の 危 険 性 は 少 な く 、
万 一 、 一 部 が 破 損 し た 場 合 で も 、 バ ル ー ン の よ う に 使 用 不 能 と な る 懸 念 は 少 な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 器 具 の 構 成 や 着 脱 自 在 性 に よ れ ば 、 ト ロ カ ー ル を 外 し リ ン グ 部 材 単 独 で も 、 切 開
創 の 創 縁 保 護 具 及 び 開 創 具 と し て の 役 割 を 果 た す こ と が 可 能 で 、 ト ロ カ ー ル の 替 わ り に 手
指 な ど を 挿 入 し て 行 う 、 内 視 鏡 下 の 小 切 開 法 、 体 外 法 な ど の 手 術 に も 対 応 す る こ と が で き
る 。
加 え て 、 リ ン グ 部 材 単 独 で の 別 の 使 い 方 と し て 、 第 一 の リ ン グ が 体 腔 内 部 か ら 確 実 に 体 壁
を 保 持 し て い る た め 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 に お い て 、 体 腔 内 の 空 間 確 保 の た め 体 壁 を 吊 り 上
げ て 行 う 吊 り 上 げ 手 術 に お け る 、 吊 り 上 げ 器 具 と し て も 使 用 す る こ と が で き る 。
そ し て 、 こ の よ う な 際 に 、 ト ロ カ ー ル 外 筒 へ の 装 着 部 位 を 第 二 の リ ン グ と し て 、 切 開 創 よ
り 大 き く 形 成 し 、 前 記 弾 性 シ ー ト の 端 部 を 拡 張 し て 取 り 付 け る も の と す る と 、 リ ン グ 状 部
材 の 体 腔 内 側 の 当 接 部 と な る 第 一 の リ ン グ と 協 働 し て 体 壁 を 挟 む こ と で 、 抜 け 防 止 効 果 に
は 一 層 効 果 的 で 、 ま た 、 切 開 創 の 体 表 側 も 外 部 環 境 と 直 接 接 触 す る こ と が な い た め 、 切 開
創 を 保 護 す る 効 果 が よ り 高 い も の に な る 。
以 上 の よ う に 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 の 多 く の 手 技 に 適 用 す る こ と が で き る ト ロ カ ー ル 器 具 と
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 、 ト ロ ッ カ ー 本 体 の 外 筒 に 設 け る 受 け 部 を 、 リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 位 辺 縁 と 係 合 す る
ミ ゾ 部 及 び ツ メ 部 よ り な る 係 合 フ ッ ク に よ り 形 成 す る と 、 該 係 合 フ ッ ク の ミ ゾ 部 が リ ン グ
状 部 材 の 装 着 部 位 の 辺 縁 を 挟 み 込 み 係 合 し 、 該 ミ ゾ 部 の 開 口 部 に 突 起 し て 設 け た ツ メ 部 に
よ り 外 れ を 防 止 す る こ と に よ り 確 実 な 保 持 が 可 能 で 、 ま た 、 装 着 部 を 、 弾 性 を 有 す る 第 二
の リ ン グ と す る と 、 該 フ ッ ク へ の 着 脱 の さ い に 、 該 リ ン グ の 弾 性 を 利 用 し て リ ン グ を 押 し
つ ぶ し 変 形 さ せ る こ と に よ り 容 易 に 装 着 及 び 離 脱 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 係 合 フ ッ ク を 、 手 指 操 作 に よ り 幅 方 向 （ ト ロ カ ー ル 管 の 軸 に 対 し て 直 角 面 の 方 向 ）
に 拡 縮 可 動 す る も の と す る と 、 拡 大 し て 、 リ ン グ 状 部 材 の 装 着 部 位 よ り 大 き く 開 く こ と で
、 該 装 着 部 位 を 容 易 に 係 合 位 置 に 導 入 す る 、 あ る い は 、 離 脱 す る こ と が で き 、 導 入 後 は 、
縮 小 さ せ る こ と で 、 係 合 フ ッ ク 内 に 該 装 着 部 材 を 納 め 確 実 に 保 持 す る こ と が で き る た め 、
ト ロ ッ カ ー 本 体 へ の リ ン グ 状 部 材 の 着 脱 を 極 め て 容 易 に す る こ と が で き る 。 尚 、 こ の 場 合
は 、 必 ず し も 前 記 装 着 部 位 は 、 弾 性 を 有 す る リ ン グ で な く と も 良 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ き 図 面 を 参 考 に し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明
の 第 一 の 実 施 の 形 態 の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル を 示 す 構 成 図 （ Ａ ） 、 及 び 断 面 図
（ Ｂ ） で 、 リ ン グ 状 部 材 と ト ロ カ ー ル 外 筒 が 分 離 し た 状 態 を 示 し 、 図 ２ は 本 実 施 の 形 態 の
リ ン グ 状 部 材 と ト ロ カ ー ル 外 筒 が 装 着 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ３ は 、 リ ン グ 状
部 材 の 内 部 構 造 を 示 す 一 部 断 面 図 を 示 し て い る 。
本 実 施 の 形 態 の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル は 、 切 開 創 よ り 大 き く 形 成 さ れ 、 体 腔 内
部 に 挿 着 さ れ る 弾 性 を 有 す る 第 一 の リ ン グ １ １ と 、 該 第 一 の リ ン グ １ １ に 端 部 を 拡 張 し て
取 り 付 け 、 体 腔 内 部 か ら 切 開 創 を 覆 い 体 外 部 ま で 位 置 さ せ る 筒 状 に 形 成 さ れ た 弾 性 シ ー ト
１ ２ と 、 前 記 弾 性 シ ー ト １ ２ の 他 端 部 側 に 設 け る 、 ト ロ カ ー ル 外 筒 ２ へ の 装 着 部 位 と な る
、 切 開 創 よ り 大 き く 形 成 さ れ 、 前 記 弾 性 シ ー ト １ ２ の 端 部 を 拡 張 し て 取 り 付 け た 弾 性 を 有
す る 第 二 の リ ン グ １ ３ に よ り 構 成 し た リ ン グ 状 部 材 １ と 、
外 筒 管 ２ １ と 外 筒 基 ２ ２ よ り 基 本 構 成 し 、 該 外 筒 基 ２ ２ の 内 腔 部 の 対 向 す る 位 置 に 、 前 記
第 二 の リ ン グ １ ３ を 係 合 装 着 す る た め の 受 け 部 と な る ミ ゾ 部 ２ ３ １ と 、 該 ミ ゾ 部 ２ ３ １ の
開 口 部 位 に 突 起 し て な る ツ メ 部 ２ ３ ２ に よ り 形 成 さ れ る 係 合 フ ッ ク ２ ３ が 設 け ら れ た ト ロ
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カ ー ル 外 筒 ２ に よ り 構 成 し 、
前 記 リ ン グ 部 材 １ と ト ロ カ ー ル 外 筒 ２ は 、 前 記 弾 性 シ ー ト １ ２ 内 腔 に 外 筒 管 ２ １ を 挿 入 し
、 第 二 の リ ン グ １ ３ を 係 合 フ ッ ク ２ ３ に 係 合 さ せ て 装 着 （ 図 ２ ） 、 あ る い は 取 り 外 し て の
分 離 （ 図 １ ） が 自 在 と な る よ う に 構 成 し て い る 。
尚 、 図 示 し な い が 、 前 記 ト ロ カ ー ル 外 筒 ２ の 内 腔 に 挿 着 す る 内 針 、 あ る い は 、 該 ト ロ カ ー
ル 外 筒 ２ の 内 針 挿 入 口 に 設 け る 弁 は 、 特 定 し な い 従 来 の 構 成 の も の が 従 来 の 手 段 に よ り 設
け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 各 部 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 リ ン グ 状 部 材 １ は 、 前 記 の 通 り 第 一 の リ ン グ １ １ 及 び
第 二 の リ ン グ １ ３ と 弾 性 シ ー ト １ ２ よ り 構 成 し て お り 、 第 一 及 び 第 二 の リ ン グ １ １ 、 １ ３
は 切 開 創 の 保 護 な ど 前 記 し た 目 的 に 適 合 さ せ る た め 、 切 開 創 よ り 大 き く 形 成 さ れ て お り 、
芯 材 に 、 弾 性 及 び 形 状 復 元 力 に 富 ん だ Ｔ ｉ － Ｎ ｉ 系 金 属 な ど の 線 材 を リ ン グ 状 に 形 成 し た
超 弾 性 合 金 １ １ １ を 配 し 、 該 超 弾 性 合 金 １ １ １ の 外 層 に 、 該 超 弾 性 合 金 の 端 部 に よ る 弾 性
シ ー ト １ ２ の 破 損 防 止 の た め 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 や ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 よ り な る カ バ ー チ ュ ー
ブ １ １ ２ を 被 覆 し て 構 成 し て い る 。 そ し て 、 こ の 超 弾 性 合 金 １ １ １ と カ バ ー チ ュ ー ブ １ １
２ よ り な る リ ン グ の 外 層 に 、 前 記 弾 性 シ ー ト ２ １ の 端 部 を 拡 張 し て 全 周 に 亘 り 被 覆 し 、 該
弾 性 シ ー ト ２ １ の 端 部 で 重 ね 接 合 部 と し 、 該 接 合 部 を 接 着 あ る い は 溶 着 に よ り 固 定 し て 第
一 及 び 第 二 の リ ン グ １ １ 、 １ ３ と し た 。 （ 図 ３ 参 照 ）
一 方 、 弾 性 シ ー ト １ ２ は 、 弾 性 に 富 ん だ シ リ コ ン 樹 脂 に よ り 筒 状 に 形 成 さ れ た も の で 、 開
創 保 持 や 強 度 を 考 慮 し 膜 圧 ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の も の を 用 い た 。 そ し て 、 筒 状 の 両 端 部 を 各 々
前 記 第 一 及 び 第 二 の リ ン グ １ １ 、 １ ３ に 拡 張 し て 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ト ロ カ ー ル 外 筒 ２ は 、 外 筒 管 ２ １ と 外 筒 基 ２ ２ 及 び 係 合 フ ッ ク ２ ３ が 樹 脂 に よ り 一 体 成
型 さ れ て お り 、 外 筒 管 ２ １ は 、 体 腔 内 へ の 挿 入 が 容 易 な よ う に 、 先 端 が テ ー パ ー 状 に 形 成
さ れ 、 外 周 囲 に は 全 周 囲 に 亘 り 、 装 着 さ れ る 前 記 リ ン グ 状 部 材 １ の す べ り 防 止 、 ま た 切 開
創 へ の 保 持 力 強 化 の た め の 環 状 突 起 ２ １ １ が 適 当 数 （ 本 実 施 例 で は ３ 箇 所 ） 施 さ れ 形 成 さ
れ た 。
　 外 筒 基 ２ ２ は 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 １ の 第 二 の リ ン グ １ ３ を 着 脱 自 在 に 保 持 す る こ と の で
き る も の で あ れ ば 特 定 す る も の で は な い が 、 本 例 に お い て は 、 内 腔 に 収 容 す る 形 態 と な る
た め 、 該 第 二 の リ ン グ １ ３ を 収 容 可 能 な 内 部 空 間 を 有 し て 形 成 さ れ た 。
前 記 第 二 の リ ン グ １ ３ を 着 脱 自 在 に 係 合 保 持 す る た め の 係 合 フ ッ ク ２ ３ は 、 前 記 外 筒 基 ２
２ の 一 部 と し て 形 成 さ れ て お り 、 外 筒 基 ２ ２ の 下 面 辺 縁 部 の 対 向 す る 位 置 に 適 当 な 幅 を 有
し て 、 前 記 第 二 の リ ン グ １ ３ を 係 合 保 持 す る た め の 受 け 部 と し て フ ッ ク と な る よ う な ミ ゾ
部 ２ ３ １ を 形 成 し 、 該 ミ ゾ 部 ２ ３ １ の 開 口 端 部 に 、 係 合 す る 第 二 の リ ン グ １ ３ が 容 易 に 外
れ な い よ う な ス ト ッ パ ー と な る 、 突 起 状 の ツ メ 部 ２ ３ ２ を 形 成 し 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル に よ る と 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 １ と 、 ト
ロ カ ー ル 外 筒 ２ を 取 り 付 け る さ い は 、 外 筒 管 ２ １ を リ ン グ 状 部 材 １ の 弾 性 シ ー ト １ ２ 内 に
挿 入 し 、 第 二 の リ ン グ １ ３ を 該 リ ン グ の 弾 性 を 利 用 し て 軽 く 押 し つ ぶ し 、 前 記 ト ロ カ ー ル
外 筒 ２ の 係 合 フ ッ ク ２ ３ の ミ ゾ 部 ２ ３ １ 内 に 係 合 さ せ 、 該 弾 性 リ ン グ １ ３ 全 体 を 外 筒 基 ２
２ の 内 部 空 間 に 収 容 す る こ と で 装 着 さ れ た 状 態 と な り 、 該 係 合 フ ッ ク ２ ３ の ツ メ 部 ２ ３ ２
に よ る ス ト ッ パ ー 効 果 と 、 外 筒 管 ２ １ と 弾 性 シ ー ト １ ２ の 摩 擦 力 及 び 環 状 突 起 ２ １ １ の す
べ り 防 止 効 果 に よ り 容 易 に 外 れ た り 、 ず れ た り す る こ と が な い 構 成 と な っ て い る 。
一 方 、 ト ロ カ ー ル 外 筒 ２ か ら リ ン グ 状 部 材 １ を 取 り 外 す さ い は 、 該 ト ロ カ ー ル 外 筒 ２ の 外
筒 基 ２ ２ の 下 面 辺 縁 部 で 係 合 フ ッ ク ２ ３ が 形 成 さ れ て い な い 部 位 よ り 、 第 二 の リ ン グ １ ３
を 把 持 し て 該 リ ン グ の 弾 性 を 利 用 し て 変 形 さ せ 、 係 合 フ ッ ク ２ ３ よ り 第 二 の リ ン グ １ ３ を
外 し 、 外 筒 管 ２ １ を リ ン グ 状 部 材 １ よ り 抜 去 す る こ と で 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル を 示 す 構 成 図 （ Ａ
） 、 及 び そ の 断 面 図 （ Ｂ ） で 、 リ ン グ 状 部 材 と ト ロ カ ー ル 外 筒 が 分 離 し た 状 態 を 示 し 、 図
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５ は 本 実 施 の 形 態 の リ ン グ 状 部 材 と ト ロ カ ー ル 外 筒 が 装 着 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。 ま た
、 図 ６ は 、 本 実 施 の 形 態 の 可 動 フ ッ ク の 動 作 状 態 を 示 す 説 明 図 で 、 Ａ が 拡 径 状 態 、 Ｂ が 縮
径 状 態 を 示 し て お り 、 図 ７ は 、 本 実 施 の 形 態 の 分 離 （ Ａ ） 、 装 着 （ Ｂ ） 状 態 を 示 す 参 考 斜
視 図 を 示 し て い る 。
　 本 実 施 の 形 態 の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 と 同 様 な リ ン グ
状 部 材 １ と 、 外 筒 管 ３ １ と 外 筒 基 ３ ２ 及 び 該 外 筒 基 ２ ２ の 側 面 の 対 向 す る 位 置 に 対 称 的 に
設 け ら れ た 可 動 フ ッ ク ３ ３ よ り な る ト ロ カ ー ル 外 筒 ３ よ り 構 成 し 、 前 記 、 可 動 フ ッ ク ３ ３
に は 、 前 記 第 二 の リ ン グ １ ３ を 係 合 装 着 す る た め の 受 け 部 と な る ミ ゾ ３ 部 ３ １ と 、 該 ミ ゾ
部 ３ ３ １ の 開 口 端 部 に 突 起 し て な る ツ メ 部 ３ ３ ２ を 設 け 、 前 記 第 一 の 実 施 の 形 態 の 器 具 と
同 様 に 、 リ ン グ 状 部 材 １ が ト ロ カ ー ル 外 筒 ３ に 、 第 二 の リ ン グ １ ３ を 可 動 フ ッ ク ３ ３ に 係
合 さ せ て 装 着 （ 図 ２ ） 、 あ る い は 取 り 外 し て 分 離 （ 図 １ ） が 自 在 と な る よ う に 構 成 し て い
る 。 ま た 、 前 記 可 動 フ ッ ク ３ ３ は 、 対 称 的 に 設 け ら れ た ２ つ の フ ッ ク を 手 指 操 作 に よ り 相
互 に 可 動 す る こ と に よ り 、 外 筒 基 ３ ２ の 幅 方 向 に ２ つ の フ ッ ク 部 が 近 接 、 離 間 し て 拡 縮 可
動 し 、 拡 大 時 は 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 １ が 着 脱 可 能 と な り 、 縮 小 時 は 、 係 合 保 持 可 能 と な る
よ う に 構 成 し て い る 。
尚 、 第 一 の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 図 示 し な い が 、 前 記 ト ロ カ ー ル 外 筒 ２ の 内 腔 に 挿 着 す る
内 針 、 あ る い は 、 該 ト ロ カ ー ル 外 筒 ２ の 内 針 挿 入 口 に 設 け る 弁 は 、 特 定 し な い 従 来 の 構 成
の も の が 従 来 の 手 段 に よ り 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 各 部 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 リ ン グ 状 部 材 １ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 造 構
成 の も の で あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。
　 ト ロ カ ー ル 外 筒 ３ は 、 外 筒 管 ３ １ と 外 筒 基 ３ ２ が 樹 脂 に よ り 一 体 成 型 で 形 成 さ れ 、 外 筒
管 ３ １ は 、 体 腔 内 へ の 挿 入 が 容 易 な よ う に 、 先 端 が テ ー パ ー 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 囲 に は 全
周 囲 に 亘 り 、 装 着 さ れ る 前 記 リ ン グ 状 部 材 １ の す べ り 防 止 、 ま た 切 開 創 へ の 保 持 力 強 化 の
た め の 環 状 突 起 ３ １ １ が 適 当 数 （ 本 実 施 例 で は ３ 箇 所 ） 施 さ れ 形 成 さ れ る 。
　 外 筒 基 ３ ２ は 、 リ ン グ 状 部 材 １ の 第 二 の リ ン グ １ ３ を 内 腔 に 収 容 す る 形 態 と な る た め 、
該 リ ン グ を 収 容 可 能 な 内 部 空 間 を 有 し て 形 成 さ れ 、 側 面 の 相 対 す る 位 置 に は 可 動 フ ッ ク ３
３ を 取 り 付 け る た め に 、 該 フ ッ ク に 適 合 す る 切 り 込 み 孔 が 設 け ら れ る 。
前 記 第 二 の リ ン グ １ ３ を 着 脱 自 在 に 係 合 保 持 す る た め の 可 動 フ ッ ク ３ ３ は 、 前 記 し た 通 り
外 筒 基 ３ ２ の 側 面 の 対 向 す る 位 置 に 適 当 な 幅 の ほ ぼ 対 称 的 な 形 状 の も の が 一 対 取 り 付 け ら
れ て お り 、 本 例 に お い て は 、 前 記 第 二 の リ ン グ １ ３ を 係 合 保 持 す る た め の 受 け 部 と な る ミ
ゾ 部 ３ ３ １ と 、 該 ミ ゾ 部 ３ ３ １ の 開 口 端 部 に 設 け る 、 係 合 す る 第 二 の リ ン グ １ ３ が 容 易 に
外 れ な い よ う に ス ト ッ パ ー と な る 突 起 状 の ツ メ 部 ３ ３ ２ と 、 該 可 動 フ ッ ク ３ ３ を 幅 方 向 に
可 動 す る さ い の 操 作 部 位 と な る 可 動 ロ ッ ト ３ ３ ３ ａ 、 ３ ３ ３ ｂ の 各 部 位 を 各 々 に 備 え て お
り 、 ま た 、 各 々 の 上 面 の 内 針 や 挿 入 器 具 の 通 路 に あ た る 部 位 に は 長 孔 ３ ３ ６ が 設 け ら れ て
い る 。 そ し て 、 各 々 の 可 動 フ ッ ク ３ ３ は 、 可 動 ロ ッ ト ３ ３ ３ の 部 分 が 重 ね ら れ 、 相 互 に ス
ラ イ ド さ れ て 、 第 二 の リ ン グ １ ３ と の 係 合 部 位 と な る ミ ゾ 部 ３ ３ １ を 相 互 的 に 近 接 、 離 間
さ せ る 構 造 と し て お り 、 近 接 方 向 に ス ラ イ ド す る さ い に は 、 前 記 可 動 ロ ッ ト ３ ３ ３ ａ 、 ３
３ ３ ｂ が 交 差 し て 突 出 す る 構 成 と な る こ と か ら 、 重 ね た さ い に 上 側 と な る 可 動 フ ッ ク ３ ３
ａ に は 、 下 側 の 可 動 フ ッ ク ３ ３ ｂ の 可 動 ロ ッ ト ３ ３ ３ ｂ を 突 出 さ せ る た め の 貫 通 孔 ３ ３ ５
を 設 け て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 実 施 の 形 態 の リ ン グ 状 部 材 を 備 え た ト ロ カ ー ル に よ る と 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 １ と 、 ト ロ
カ ー ル 外 筒 ３ を 取 り 付 け る さ い は 、 先 ず 、 各 々 の 可 動 フ ッ ク ３ ３ ａ 、 ３ ３ ｂ の 可 動 ロ ッ ト
３ ３ ３ ａ 、 ３ ３ ３ ｂ の 端 部 を 手 指 に よ り 該 手 指 が 近 接 す る 方 向 に 押 し 込 む こ と に よ り 、 該
フ ッ ク ３ ３ の リ ン グ 状 部 材 １ と の 係 合 部 位 と な る ミ ゾ 部 ３ ３ １ が 互 い に 拡 開 す る 方 向 に 可
動 し 、 第 二 の リ ン グ １ ３ の 径 よ り も 大 き な 開 口 部 が 得 ら れ る こ と で 、 該 第 二 の リ ン グ １ ３
の 装 着 位 置 へ の 導 入 が 容 易 に 可 能 と な り 、 該 第 二 の リ ン グ １ ３ を 装 着 位 置 に 導 入 し た ら 、
次 に 、 各 々 の 可 動 フ ッ ク ３ ３ の 側 面 部 に 当 た る 押 圧 面 ３ ３ ４ を 手 指 に よ り 近 接 す る 方 向 に
押 し 込 む こ と に よ り 、 ミ ゾ 部 ３ ３ １ が 互 い に 近 接 す る 方 向 に 可 動 し 、 第 二 の リ ン グ １ ３ が
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該 可 動 フ ッ ク ３ ３ の ミ ゾ 部 ３ ３ １ 内 に 係 合 さ れ る と 装 着 さ れ た 状 態 と な り 、 該 可 動 フ ッ ク
３ ３ の ツ メ 部 ３ ３ ２ に よ る ス ト ッ パ ー 効 果 と 、 外 筒 管 ３ １ と 弾 性 シ ー ト １ ２ の 摩 擦 力 及 び
環 状 突 起 ３ １ １ の す べ り 防 止 効 果 に よ り 容 易 に 外 れ た り 、 ず れ た り す る こ と が な い 構 成 と
な っ て い る 。
一 方 、 ト ロ カ ー ル 外 筒 ３ か ら リ ン グ 状 部 材 １ を 取 り 外 す さ い は 、 取 り 付 け る さ い と 同 様 に
、 各 々 の 可 動 フ ッ ク ３ ３ の 可 動 ロ ッ ト ３ ３ ３ ａ 、 ３ ３ ３ ｂ を 手 指 に よ り 該 手 指 が 近 接 す る
方 向 に 押 し 込 む こ と に よ り 、 該 フ ッ ク ３ ３ の リ ン グ 状 部 材 １ と の 係 合 部 位 と な る ミ ゾ ３ ３
１ が 互 い に 拡 開 す る 方 向 に 可 動 し 、 第 二 の リ ン グ １ ３ の 径 よ り も 大 き な 開 口 部 が 得 ら れ る
こ と で 、 該 第 二 の リ ン グ １ ３ の 装 着 位 置 か ら の 離 脱 が 容 易 に 可 能 で 、 そ の ま ま 外 筒 管 ２ １
を リ ン グ 状 部 材 １ よ り 抜 去 す る こ と で 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
尚 、 可 動 フ ッ ク ３ ３ の 構 成 、 構 造 は 本 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 手 指 に よ る
可 動 操 作 に よ り 、 該 可 動 フ ッ ク ３ ３ の ミ ゾ 部 ３ ３ １ に リ ン グ 状 部 材 １ の 装 着 部 位 が 着 脱 自
在 に 係 合 保 持 さ れ る も の で あ れ ば 、 ど の よ う な 公 知 の 手 段 を 用 い て も 良 い 。 例 え ば 、 外 筒
基 の 側 面 の 対 向 す る 位 置 に 対 称 的 に 一 対 設 け る 、 ミ ゾ 部 及 び ツ メ 部 を 備 え た 係 合 フ ッ ク が
、 該 係 合 フ ッ ク の 外 筒 基 へ の 取 り 付 け 部 を 支 点 と し て 、 上 下 に ウ イ ン グ 状 に 開 閉 可 動 す る
よ う な 手 段 も 、 本 発 明 の 係 合 フ ッ ク が 操 作 に よ り 幅 方 向 に 拡 縮 可 動 し 、 拡 大 時 は 、 前 記 リ
ン グ 状 部 材 が 着 脱 可 能 と な り 、 縮 小 時 は 、 係 合 保 持 可 能 と な る と す る 形 態 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 の 器 具 を 体 壁 に 装 着 す る 場 合 の 一 例 に 付 き 説 明 す る 。
１ ． 体 表 に 小 さ な 切 開 創 を 設 け 、 該 切 開 創 か ら 体 内 に ト ロ カ ー ル を 穿 刺 挿 入 し 、 体 腔 内 ま
で 貫 通 さ せ る 。
２ ． 一 度 ト ロ カ ー ル を 抜 き 、 貫 通 し た 切 開 創 か ら 、 本 器 具 の リ ン グ 状 部 材 １ の 第 一 の リ ン
グ を 押 し つ ぶ し 細 径 形 状 と し て 体 腔 内 に 押 し 込 み 、 体 壁 に 装 着 す る 。
３ ． 可 動 フ ッ ク ３ ３ の ミ ゾ 部 ３ ３ １ の 間 隔 を 拡 開 し た 状 態 で 、 ト ロ カ ー ル 外 筒 ３ を 、 体 壁
に 装 着 し た リ ン グ 部 材 １ の 内 腔 に 第 二 の リ ン グ １ ３ が 前 記 ミ ゾ 部 ３ ３ １ に よ り 保 持 さ れ る
位 置 ま で 挿 入 す る 。
４ ． 可 動 フ ッ ク ３ ３ の 押 圧 面 ３ ３ ４ を 押 し て 第 二 の リ ン グ １ ３ を ミ ゾ 部 ３ ３ １ 内 に 係 合 す
る こ と に よ り 、 本 器 具 が 体 壁 に 装 着 さ れ る 。
　 一 方 、 取 り 外 す 場 合 は 、 可 動 フ ッ ク ３ ３ の 可 動 ロ ッ ト ３ ３ ３ ａ 、 ３ ３ ３ ｂ の 端 部 を 手 指
に よ り 押 し て 、 第 二 の リ ン グ １ ３ と ミ ゾ 部 ３ ３ １ と の 係 合 を 解 除 し 、 ト ロ カ ー ル 外 筒 ３ を
抜 去 し た 後 、 リ ン グ 部 材 １ の 内 腔 を 通 し て 鉗 子 を 挿 入 し 、 該 鉗 子 で 体 腔 内 部 に 位 置 す る 第
一 の リ ン グ １ １ の 縁 を 把 持 し て 、 リ ン グ 部 材 １ の 内 腔 を 通 し て 引 っ 張 り 出 す こ と に よ り 、
該 リ ン グ 部 材 １ が 体 壁 に よ り 押 し つ ぶ さ れ た 状 態 と な り 、 小 さ な 切 開 創 か ら で も 取 り 出 す
こ と が で き る 。
　 尚 、 腹 壁 へ の 装 着 方 法 は 、 体 腔 内 ま で 予 め 小 切 開 す る 場 合 や 、 ト ロ カ ー ル に よ る 穿 刺 と
同 時 に リ ン グ 部 材 １ を 体 腔 内 部 に 挿 入 し て し ま う な ど 、 手 技 に よ り 異 な り 、 本 例 に 特 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 を 示 す 構 成 図 及 び 断 面 図 （ 分 離 状 態 ）
【 図 ２ 】 前 記 実 施 の 形 態 を 示 す 構 成 図 及 び 断 面 図 （ 装 着 状 態 ）
【 図 ３ 】 前 記 実 施 の 形 態 の リ ン グ 部 分 の 構 造 を 示 す 一 部 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 を 示 す 構 成 図 及 び 断 面 図 （ 分 離 状 態 ）
【 図 ５ 】 前 記 実 施 の 形 態 を 示 す 構 成 図 及 び 断 面 図 （ 装 着 状 態 ）
【 図 ６ 】 前 記 実 施 の 形 態 の 可 動 フ ッ ク の 作 動 状 態 を 示 す 説 明 図
【 図 ７ 】 前 記 実 施 の 形 態 の 装 着 及 び 離 脱 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ． 　 　 リ ン グ 状 部 材
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　 １ １ ． 　 第 一 の リ ン グ
　 １ １ １ ． 超 弾 性 合 金
　 １ １ ２ ． カ バ ー チ ュ ー ブ
　 １ ２ ． 　 弾 性 シ ー ト
　 １ ３ ． 　 第 二 の リ ン グ
２ ． 　 　 ト ロ カ ー ル 外 筒
　 ２ １ ． 　 外 筒 管
　 ２ ２ ． 　 外 筒 基
　 ２ ３ ． 　 係 合 フ ッ ク
　 ２ ３ １ ． ミ ゾ 部
　 ２ ３ ２ ． ツ メ 部
　 ３ ． 　 　 ト ロ カ ー ル 外 筒
　 ３ １ ． 　 外 筒 管
　 ３ ２ ． 　 外 筒 基
　 ３ ３ ． 　 可 動 フ ッ ク
　 ３ ３ １ ． ミ ゾ 部
　 ３ ３ ２ ． ツ メ 部
　 ３ ３ ３ ａ ． 可 動 ロ ッ ト （ 上 ）
　 ３ ３ ３ ｂ ． 可 動 ロ ッ ト （ 下 ）
　 ３ ３ ４ ． 押 圧 面
　 ３ ３ ５ ． 通 孔
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

(11) JP 2006-304966 A 2006.11.9



专利名称(译) Trocar与环形构件

公开(公告)号 JP2006304966A 公开(公告)日 2006-11-09

申请号 JP2005129879 申请日 2005-04-27

[标]申请(专利权)人(译) 白光株式会社

申请(专利权)人(译) 株式会社八光

[标]发明人 玉井亨彦
西澤英彦

发明人 玉井 亨彦
西澤 英彦

IPC分类号 A61B17/34 A61B1/00

FI分类号 A61B17/34 A61B1/00.320.E A61B1/00.T

F-TERM分类号 4C060/FF26 4C061/AA24 4C061/GG27 4C061/JJ02 4C061/JJ06 4C061/JJ11 4C160/AA12 4C160
/FF45 4C160/FF48 4C160/MM32 4C161/AA24 4C161/GG27 4C161/JJ02 4C161/JJ06 4C161/JJ11

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为防止套管针从体壁破裂，保护切口，防止切口出血以
及防止血液粘附到内窥镜镜片上，该镜片具有抗损坏性且易于使用。 提
供优秀的套管针。 弹性的第一环（11）形成为比切口大并且插入体腔
中，并且端部扩展并附接到第一环以从体腔内部覆盖切口。 设置在外侧
的筒状的弹性片材12和套管针外筒的安装部13设置在该弹性片材的另一
端侧，并具有与第一环相同的第二环13等。 环形构件（1）和套管针车
体（2）具有形成在外圆柱体（2）上的接收部分（23），例如用于保持
环形构件（1）安装部分的接合钩（23）。 主体的外筒2构造成可通过安
装部13和容纳部23拆卸。 [选型图]图1
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